
新宿の新たなまちづくり（案） 
～2040年代の新宿の拠点づくり～ 

はじめに 
 

 東京都では、現在、2040年代の東京が目指すべき都市像とその実現に
向けた道筋の検討を進めております。その中でも新宿は、東京が持続的に
発展するための重要な拠点の一つとしています。 
 また、新宿区では、各地区ごとの特色ある取り組みを包含し地元と連携
した地域全体のまちづくりを行うため、2016年3月に概ね20年後の将来
像を描いた『新宿駅周辺地域まちづくりガイドライン』を策定しています。 
 こうした背景を踏まえて、東京都と新宿区では、長期的・広域的な視点
から、2040年代に想定される社会変化の見込みを踏まえ、新宿の拠点づ
くりに取り組むこととし、この度、目指すべきまちづくりの方向性を公表
することとしました。 
 今後、都民や関係者のみなさまからのご意見をいただき、2040年代の
新宿駅周辺地域が目指すべき将来像を取りまとめるとともに、関係機関等
と連携して、2017年の夏を目途に検討を進め、段階的再編を踏まえた具
体的な整備方針を策定・公表する予定です。 

― 東京都・新宿区 ― 【担当部署】 
 （全体に関すること） 
    東京都都市整備局都市づくり政策部開発企画課      （03-5388-3245） 
 （基盤整備に関すること） 
    東京都都市整備局都市基盤部街路計画課          （03-5388-3292） 
 （地区ごとのまちづくりに関すること） 
    新宿区都市計画部新宿駅周辺整備担当課          （03-5273-4164） 



 既に大手町・丸の内・有楽町（大丸
有）や渋谷、品川などの各地区では、
まちづくりの方向性を官民で共有しな
がら、拠点としての機能更新が順次
進んでいます。 
 
 新宿駅周辺は、1960年の「新宿副
都心計画」に基づき、自動車社会に
対応した都市整備が行われて以降、
約半世紀にわたり大規模な再編整備
が行われておらず、都市の魅力や活
力が低下するなど、今まさに機能更
新の時期を迎えています。 

新宿 大手町・丸の内・有楽町 

品川 渋谷 

 １．新宿拠点再編への取組み 

品川 

東京 
（大丸有） 

池袋 

渋谷 

新宿 

上野 

六本木 
虎ノ門 

 

富士・箱根方面 

横浜・伊豆方面 

日光方面 

多摩・高尾方面 

日本一の交通結節性を活かした観光商業交流拠点 

・関東甲信の各都市や都内各所を結ぶ7路線8駅の鉄道網
や、国内各地や空港間を結ぶ高速バスが発着するバス
ターミナルが集積する日本最大のターミナル駅 

・業務施設、商業施設、宿泊施設、観光施設などが集積
し、ビジネス、買物、観光、滞在など多様な目的で集
客や対流を引き寄せるまち 

 

周辺エリアのビジネス拠点の更新強化の威勢 

・大丸有、六本木･虎ノ門、品川、渋谷などのターミ
ナル駅周辺やビジネスエリアではオフィスビルを
中心とした施設更新、高度利用化が進展し、東京
の国際競争力を高めるビジネス拠点がそれぞれに
拡充しつつある 

・一方、新宿は近年オフィスビルの新築や更新が少
なく、都内の中枢ビジネス拠点としての競争力が
低下しつつある 

１ 

 新宿の拠点づくりは、東京の成長を牽引し、国際競争力を高めていく上で必要不可欠です。 

 また、新宿のような多様な機能の集積する拠点の再編は、成熟社会における機能更新のモデルとなり、東京の都市力向上にも繋がります。 

池袋駅周辺 
国際アート・ 

カルチャーの拠点 

渋谷駅周辺 
先進的な生活文化の情

報発信の拠点 

新宿駅周辺 
業務・商業・観光の拠点 

六本木・虎ノ門 
国際的な 

ビジネス交流拠点 

東京駅周辺 
国際ビジネスセンター 

品川駅周辺 
先端技術などの 
国際的な交流拠点 

上野・浅草 
芸術文化・ 
観光の拠点 

先進的で多様な文化の 
創造・発信の連携軸 

東京都心部における拠点再編整備の展開 

（新宿駅周辺地域まちづくりガイドライン/新宿区/H28.3） 

新宿駅  

• 新宿は、宿泊機能の集積性、首都圏
の人気観光地への玄関口の機能、空
港や全国各地とを連絡する高速バス
拠点（バスタ新宿）などの交通結節
機能を有しており、国内外の多様な
ニーズに対応する観光拠点の役割を
担っている。 

 グローバル化の進展、アジア諸国
の急成長、急速な少子高齢化・人口
減少社会の到来など、大きな社会経
済情勢の変化の中にあっても、東京
は日本の首都として、これまでと同様
に、世界をリードしていく国際都市と
しての役割が求められています。 
 
 そのためには、東京の経済成長を
牽引する国際的なビジネス・交流機
能を担う複数の拠点を順次更新し、
相互に刺激・補完し合いながら、東京
の国際競争力の強化を図っていくこ
とが重要です。 

 すでに、中心部にある各地区では、まちづくりの方向性を官民で共
有しながら、順次拠点としての再編整備が進められています。 
  ・東京駅周辺：1980年代から継続的に再編 
  ・渋谷駅周辺：2000年代から再編に着手 
  ・品川駅周辺：2010年代から再編に取り組む 

東京都市白書（2015年度版）より 

• 東京の国際競争力の強化に向けて東京の成長を牽引していくためには、世界一の乗
降客数を誇る新宿駅およびその周辺地区を魅力的な拠点として再編する必要がある。 

• 新宿のような多様な機能の集積する拠点再編は、成熟社会における機能更新のモデ
ルとなり、他地区へと波及するものである。 

【東京の国際競争力を支える中枢拠点】 

• 東京駅周辺（大丸有・日本橋・八重洲等）か
ら六本木・虎ノ門、品川駅周辺にかけて、国
際的な業務・交流拠点の形成が進んでいる。 

• 新宿・渋谷・池袋を中心に、文化的なライフ
スタイルや創造的なワークスタイルの実践・
発信の拠点が形成されてきている。 

• これらの国際的な業務・交流拠点と、文化的
な実践・発信拠点は、東京の国際競争力を牽
引する両輪をなすものである。 

• 新宿は、先進的で多様な新しい文化を担う西
側の拠点群の中心であり、それらを連携する
拠点の役割を担う。 

【東京の国際競争力を支える中枢拠点】 

• 東京駅周辺（大丸有・日本橋・八重洲等）から六本木・虎ノ門、品川
駅周辺にかけて、国際的な業務・交流拠点の形成が進んでいる。 

• 新宿・渋谷・池袋を中心に、文化的なライフスタイルや創造的なワー
クスタイルの実践・発信の拠点が形成されてきている。 

• これらの国際的な業務・交流拠点と、文化的な実践・発信拠点は、東
京の国際競争力を牽引する両輪をなすものである。 

• 新宿は、先進的で多様な新しい文化を担う西側の拠点群の中心であり、
それらを連携する拠点の役割を担う。 

 東京中心部の拠点づくりでは、経済活力の
向上に向け、高密度で定時性の高い交通ネッ
トワークにおける結節点を中心に、地域の個
性やポテンシャルを最大限発揮した魅力ある
「個性ある多様な拠点」をｓ作り出していき
ます。 

 大手町・八重洲では、新産業創造と国際ビ
ジネスハブ、六本木・虎ノ門では、空港や臨
海部とつながるハブ、品川では、先端技術創
造の国際的な拠点の形成を進めています。 

 新宿は、近接する渋谷や池袋の先進的な生
活文化やアートカルチャーなど国際的な拠点
と連携する圏域のなかにあり、東京の発展を
先導するライフスタイルや創造的なワークス
タイルの実践・発信の場としても期待される。 

【交通のハブ拠点であり国内外から集まる観光拠点】 

• 新宿駅は、都心の拠点地区への鉄道 
によるアクセス性が高く、都心拠点 
のハブとしての役割を担っている。 

 
 東京駅周辺や六本木・虎ノ門地区、品

川駅周辺では、金融や新産業、新技術な
どを核とした特徴あるビジネス拠点として
整備が進んでいます。 
 
 一方、新宿は業務機能だけでなく、観光
や商業など様々な都市機能が古くから集
積しており、また先進的な文化やアート・
カルチャーを特徴とする渋谷や池袋の各
拠点とも近接していることから、一体の拠
点域として機能を発揮していくことが期待
されます。 
 
  

■新宿の拠点整備の必要性 ■東京における新宿の役割 

 また、新宿駅は多くの鉄道やバス路線

を抱える巨大ターミナルであり、都外各地
区への観光拠点としても重要な役割を
担っています。 

 
 
 

2040年代の東京の将来像とその実現に向けた道筋について（2016.9 
東京都都市計画審議会 都市づくり調査特別委員会 答申）より 

新宿駅周辺【別紙①】 

芝公園地区【別紙③】 

最先端の文化流行発信拠点 

日本橋地区 

国際金融・業務拠点 
 ・国際金融都市の実現 
  （日本橋川沿いの    
         都市再生） 

北青山三丁目地区 

品川駅周辺 

 渋谷駅周辺 

池袋駅周辺 

台場・青海・有明 

国際アートカルチャー拠点 
 ・旧庁舎跡地開発（2020年春開業） 

先進的な生活文化の情報発信拠点 
 ・駅改良（2027年竣工予定） 
 ・駅街区(東棟)、道玄坂1丁目駅前再開発 
  （2019年度開業予定） 

国際金融・ビジネスセンター 

六本木・虎ノ門地区 

神宮外苑 

国際ビジネス・交流拠点 
 ・日比谷線新駅 
    （2020年暫定開業） 
 ・虎ノ門1丁目開発 
    （2019年竣工予定）  

八重洲 

大手町・丸の内・有楽町地区 

新宿 大丸有 

品川 渋谷 

（1980～2010年代） 

（2010年代～） （2000～2030年代） 

http://www.nikkeibp.co.jp/atcl/tk/15/434169/042000007/?SS=imgview_ppp&FD=1425545209


  

  

 ２．新宿駅周辺地域の現状と問題点 

■都市基盤 

日本一の交通結節性を活かした観光商業交流拠点 

・関東甲信の各都市や都内各所を結ぶ7路線8駅の鉄道網
や、国内各地や空港間を結ぶ高速バスが発着するバス
ターミナルが集積する日本最大のターミナル駅 

・業務施設、商業施設、宿泊施設、観光施設などが集積
し、ビジネス、買物、観光、滞在など多様な目的で集
客や対流を引き寄せるまち 

 

周辺エリアのビジネス拠点の更新強化の威勢 

・大丸有、六本木･虎ノ門、品川、渋谷などのターミ
ナル駅周辺やビジネスエリアではオフィスビルを
中心とした施設更新、高度利用化が進展し、東京
の国際競争力を高めるビジネス拠点がそれぞれに
拡充しつつある 

・一方、新宿は近年オフィスビルの新築や更新が少
なく、都内の中枢ビジネス拠点としての競争力が
低下しつつある 

③東京のみどりと連携する拠点 

・新宿駅周辺は、公園や道路など公共

施設用地を活用した、緑被率の高い
拠点となっており、新宿御苑や代々
木公園などともつながるみどりの帯
の一部を担っている。 

• ７路線８駅が結節し、１日に 

 約340万人の乗降客数を誇る 

 世界一のターミナル駅 

• 鉄道網の発達にあわせ鉄道駅が 

 面的に分布 

 

■都市機能 

• 商業、娯楽、業務、宿泊や居住機能等が、地区に分かれて集積 
 （Ｐ6（参考）新宿の歴史的なまちの成立ちを参照） 

【国内外から集まる観光拠点】 

• 都内有数の客室数を誇る宿泊機能の集積性や
交通結節機能を活かし、国内外の多様なニー
ズに対応できる観光拠点の役割を担っている 

乗降客数 路線数 鉄道路線 

新宿 約340万人 7 
JR、小田急、京王、メトロ（丸
ノ内）、都営（新宿・大江戸）、
西武 

渋谷 約315万人 7 
JR、東急（東横・田園都市）、
京王、メトロ（銀座・半蔵門・
副都心） 

池袋 約258万人 6 
JR、西武、東武、メトロ（丸ノ
内、有楽町、副都心） 

東京 約135万人 2 JR、メトロ（丸ノ内） 

歌舞伎町地区 
・飲食店や娯楽施設が集
積する特徴的な娯楽街 

・シネシティ広場周辺の
再整備でエンターテイ
メントやホテルが集積 

新宿駅東口地区・ 
西新宿一丁目商店街地区 
・多様な商業・文化機能
の集積による一大商業
集積地区 

新宿駅直近地区 
・鉄道網の発展とともに、
商業施設が集積 

問題点 

• 特色ある地区が存在するが、地域と
しての一体性に欠けており、相乗効
果が十分発揮できていない 

• 駅を中心に老朽化した建築物が点在 
• 駅西口側は、機能の陳腐化や賑わい
不足等により、都市の競争力が低下 

               など 

鉄道駅１日平均乗降客数（H26年度） 
  

（東京都統計年鑑より） 

• 駅周辺は、自動車社会を想定し
た基盤整備のため、歩行者空間
が少なく、社会変化に機能が不
適応（駅前広場） 

• 鉄道や道路により、 
 まちが分断 
 

• 歩行者動線に段差 
 があるうえ複雑 
• 案内版等がわかり 
 にくい 
• 被災時に発生する滞留者等の対
応が不十分 

             など 
 

年間販売額と売場面積の推移（1994-2014年商業統計表/経産省より） 

訪都外国人旅行者の宿泊先 
（H24年度国別外国人旅行者 
 行動特性調査/東京都/H25.3） 

新宿駅周辺地域における主要な都市機能の分布状況 （新宿駅周辺地域まちづくりガイドライン/新宿区/H28.3に加筆） 

【鉄道ネットワーク】 【多様な都市機能の高度な集積】 

【道路交通】 

問題点 

（新宿駅周辺地域まちづくりガイドライン/新宿区/H28.3） 

２ 

• 都内一の年間販売額や売り場
面積を有するが、近年は下降
傾向 

• 訪都外国人が最も多く宿泊す
る国内観光の拠点 

西新宿超高層地区 
・超高層オフィス、ホテ
ル等が集積 

・新宿副都心計画と大街
区によるゆとりある市
街地を形成 

西新宿七・八丁目地区・
西新宿三丁目西地区・
代々木地区 
・再開発等による環境整
備が進む居住系複合市
街地 

   既存地冷プラント 

 
   地域熱供給エリア 

P 

防 

P 

P 

P 

P 
P P 

P 

P 

P P 

【エネルギー】 
• 西新宿を中心に地域冷暖房に
よるエネルギーを供給 

• 駅周辺の幹線街路が概ね整備済 

• 結節機能が駅付近に集積 

• 西新宿側は、1960年代に自動車交通へ
の対応に重点に置いた基盤整備のため、
社会情勢の変化に 
機能と空間が合 
致していない 
特に駅前広場は 
歩行者空間やバ 
ス待ち空間が少 
ない 

• 駅直近部は鉄道や道路によりまちが分断 
• 乗り換え動線が混雑 
• 荷捌き動線と歩行者動線が交錯 
• 各鉄道の駅空間や多層間にわたる歩行者

ネットワーク等がツギハギ的に拡張され
てきたため、全体的な空間や動線が不足
し複雑でわかりにくい 

• 多言語による案内機能や情報受発信機能
が不十分 

新宿駅周辺地域における鉄道駅の分布状況 
  

• ７路線８駅が結節する新宿駅は、１日に約340万人の乗降客数を誇る
世界一のターミナル駅である。 

• 新宿三丁目や西新宿、南新宿 

 等にも鉄道駅が面的に分布し、 
 一体の圏域を形成している。 

• 私鉄各線の始終点となるなど、都内各エ 
リアへのアクセス性も高く、都心部にお 
ける西側エリアのハブ拠点を担っている 

 

• 業務、商業、観光など特色を持った地区が
それぞれ個別に存在するものの、新宿駅を
中心とした地域としての一体性に欠け、相
乗効果を十分に発揮できていない。 

• 駅前広場と同時期に整備された商業施設な
どの老朽化が進んでいる。 

• 西新宿超高層街区は、オフィスとしての機
能低下や賑わい不足等により、ビジネス地
区としての競争力が低下しつつある。 

• 西新宿側は、1960年代に自動車交通への
対応に重点を置いた基盤整備のため、歩行
者空間が少ない 
など、社会情勢 
の変化に機能と 
空間が合致して 
いない。 
（特に駅前広場） 

• 鉄道や道路により、まちが分断されている。 
• 各鉄道の駅空間や多層間に 
 わたる歩行者ネットワーク等 
 がツギハギ的に拡張したため、 
 段差があるなど歩行者動線が 
 複雑でわかりにくい。 
• 多言語による案内機能や情報受発信機能が

十分でない。 
• 被災時に発生する滞留者等の対応、都市基

盤や機能の面的な事業継続性が十分でない。 
 

  新宿御苑 

  

  

  
新宿御苑 

バスターミナル 

新宿駅 
東口地区 

新宿駅 
直近地区 

西新宿 
超高層地区 

歌舞伎町地区 

 
 西新宿三丁目 

西地区 

 
 西新宿七・八丁目地区 

 西新宿一丁目 
商店街地区 

代々木地区 



業務 
商業 

宿泊 

新宿駅 

観光 居住 

宿泊 

歌舞伎町地区 

新宿駅東口地区 
西新宿一丁目 西新宿超高層ビル地区 

西新宿七・八丁目地区 
西新宿三丁目地区 
代々木地区など 

地域交通 

歩行者に配慮したエリア 

車両の過度な流入抑制 

AX 

 ３．新たなまちづくりの視点 

①新宿の魅力の充実・強化 

 新宿の特徴である多様な機能や人
の集積を生かし、相互に連携・融合
させ、相乗効果を発揮するような新
たな機能を見出し、新宿の魅力を充
実・強化するような都市機能の更新
を図る 
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②活動しやすい歩行者空間の創出 

 人が集積する駅付近では、新たな
技術を積極的に活用することで、自
動車交通の過度な流入を抑制し、歩
行者ネットワークを充実・強化する。
加えて、公共空間を活用し交流や賑
わいを生む質の高い空間を形成する 

➃まちの魅力を次世代へ継承 

 既存の地元活動を生かし、まち
の魅力や危機対応力の高さを次世
代に引き継ぐため、統一した組織
や継承する担い手を育成しながら、
官民連携して持続可能なまちづく
りを推進する 

【まちづくりの３つの視点】 

【社会変化の見込み】 

○想定される社会状況 
• 多様な人々が共生 （外国の企業や人材、高齢者や子育て世代が活躍） 

• 国内外からビジネスや観光で多くの人が来訪 （国際都市東京を確立） 

• ライフスタイルや価値観が多様化 （ゆとりや質を重視） 

• 創造的な芸術・文化活動が増加 （魅力創出や経済的価値） 

• 危機対応能力を向上 （自然災害、テロやサイバー攻撃等への脅威） 

○ライフスタイルの多様化が進展 
• 経済的な価値だけでは測れない「ゆとり」や「質」を重視しシェア・レンタルする生活など、ライフ
スタイルや価値観が多様化 

• 高齢者や子育て世代の社会参加 
• 創造的な芸術・文化活動が増加し、豊かで潤いある暮らしや都市の魅力を創出 

○社会の変化を支える主な技術革新 
• 道路空間を多目的に活用 （自動運転により、効率的な交通が実現） 

• 水素や再生可能エネルギーの活用 （持続可能な低炭素社会が実現） 

• 知性を持つロボットを幅広く導入 （生活支援や労働力等に活用） 

• IoT技術により情報を活用 （生活や産業の利便性・効率性が向上） 

 新宿駅周辺地域が目指す2040年代のまちづくりを検討する際の視点を整理しました。 

  【新宿らしさ】 

○多様な都市機能が集積 
• 日本最大の床面積と売上を有する一大商業地 
• 多くの就業人口を抱える業務地 
• 先進性と寛容性のある大衆文化・娯楽地 
• 都心居住を支える住宅地 
• 都心のオアシスとしてのみどり空間 

○官民の分担でできたまち 
• 民間の計画・発意で発展（歌舞伎町地区） 
• 鉄道事業者により整備（駅直近地区） 
• 淀橋浄水場跡地を活用し、立体的な都市基盤やエ
ネルギーインフラ等を計画的に整備（西口地区） 

• 地区特性を生かしたエリアマネジメントの展開 
【モア4番街 西新宿超高層地区 シネシティ広場等】 

○人の集積を源泉としたまち 
• 甲州街道の内藤新宿から始まり、鉄道網の発展や
大規模公有地の活用等により、拠点性を強化（Ｐ6
（参考）新宿の歴史的なまちの成立ち参照） 

①多様な表情を持つ地区の有機的融合 

 新宿の多様な機能の集積が、非常に多くの来街者を
惹きつけている。これらの多様な表情を持つ地区が相
互に相乗効果を発揮するよう、有機的な融合を図る。 

• 新たな事業の創発を誘導するビジネス機能強化（オ
フィスの再編整備、ビジネス支援機能の充実） 

• 商業機能の充実・強化 
• 多様なニーズに対応した観光・宿泊機能の強化（宿
泊滞在機能、情報発信機能、交流機能の強化） 

• 市街地再開発等を通じた都心居住機能の拡大 

②交流や賑わいを生み高める軸と拠点の形成 

 新宿は、高度成長の時代に応じた画期的な都市基盤
が整備されている。これを、今日の成熟社会に相応し
い質の高い歩行者・利用者中心の空間として再編する。 

• まちとみどりのつながりに配慮した軸と拠点の形成
（周辺のまちづくりに波及） 

• 歩行者に配慮したエリアの形成（回遊性を高める歩
行者ネットワーク、滞留・交流ができる広場空間の
創出、中心部への車両の過度な流入抑制等） 

• 地域間の回遊性を促進する地域交通の導入 

③新宿らしさを表すわかりやすい都市づくり 

 新宿のまちには複雑でわかりにくい側面がある。新
宿の個性を活かしながら、基盤整備や個別開発の機会
を通じてわかりやすい空間に改変する。 

• 駅直近における顔づくり 
• ユニバーサルデザインにも配慮され 
たわかりやすい歩行者ネットワーク 
の構築と案内サインの整備 

• 遠くからでも新宿を視認できる超高 
層ビル群によるシルエットの形成 

➃持続的なまちづくりの推進と担い手の育成 

 持続、担い手。 
• まちの防災性の強化や低炭素化等に資する 
エネルギーシステムの構築 

• 民有地と公有地の一体的な管理・運営等を 
推進する官民パートナーシップの構築 

• 地区のまちづくりの推進やルール作成等を 
担う、地元まちづくり組織を核としたエリアマネジ
メント組織の構築と、それら組織間の連携 

③国際水準を持った環境整備 

 施設の再整備や開発等の機会に合
わせ、新宿ターミナル協議会で策定
した「新宿ルール」を踏まえた案内
サインの整備や段差の解消など、外
国人や高齢者など多様な人々にわか
りやすく優しい都市環境に改変する 

○想定する社会状況 
• 外国人との交流が日常化し、言葉の壁を乗り越えたコミュニケーションが活発化するととも
に、外国企業の誘致や人材の活躍も進展し、多様な人々が共生 

• 国内外からビジネスや観光の分野において多くの人が訪れる国際都市としての地位を確立 
• 経済的な価値だけでは測れない「ゆとり」や「質」を重視しシェア・レンタルする生活など、
ライフスタイルや価値観が多様化 

• 高齢者や子育て世代が就労や地域活動などへ幅広く活躍 
• 都市の魅力を創出し、経済的価値を生み出す源泉として、日本独自の伝統文化の価値を再発
見・継承・活用 
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➃次世代への都市の継承 

 安全で魅力的なまちを次世代に引
き継ぐよう、更なる防災性の高さと、
まち魅力を創出し、維持できる担い
手を育成しながら、持続可能なまち
づくりを推進する 

※「2040年代の東京の都市像とその実現に向けた道筋 答申」 

○多様な都市機能が集積 
• アクセス性を生かした国内外の観光活動拠点 
• 日本最大の床面積と売上を有する一大商業地 
• 大規模オフィスが集積し多くの就業人口を抱える業務地 
• 先進性、寛容性により発展してきた大衆文化・娯楽地 
• 外周部に整備された都心居住を支える住宅地 
• 都心のオアシスとして人々の憩い・観光の場となる 
みどり空間 

○官民の分担でできたまち 
• 民間の計画・発意で発展した歌舞伎町地区 
• 鉄道事業者により整備された駅直近地区 
• 西口の駅前広場の立体整備に合わせて、淀橋浄水場跡地
を活用し、地域冷暖房などを導入した環境先進地区であ
る西口超高層地区 

• 地区特性を活かしたエリアマネジメント活動の展開 
【モア４番街 西新宿超高層ビル地区 シネシティ広場など】 

○人の集積を源泉としたまち 
• 古くは甲州街道の内藤宿から始まり、鉄道網とともに発
展し、大規模公有地の活用により、拠点性を高めてきた
（Ｐ6（参考）新宿の歴史的なまちの成立ちを参照） 

○想定する社会状況 
• 外国人との交流が日常化し、外国企業や人材が活躍する等、多様な人々が共生 
• 国内外からビジネスや観光で多くの人が訪れる国際都市としての地位を確立 
• 高齢者や子育て世代が就労や地域活動などで幅広く活躍 
• ゆとりや質を重視し、シェア・レンタルなどライフスタイルや価値観が多様化 
• 魅力創出や経済的価値を生み出す源泉として、創造的な芸術・文化活動が増加 
• 巨大地震等の自然災害、テロやサイバー攻撃等の脅威への危機対応能力が整備 

○社会の変化を支える主な技術革新 
• 自動運転により、効率的な交通が実現し、道路空間を多目的に活用 
• 再生可能エネルギーや水素エネルギーを活用し、持続可能な低炭素社会が実現 
• 知性や感性を持ったロボットが幅広く導入され、生活支援や労働力等に活用 
• IoT技術によるリアルタイム情報の把握・コントロールにより、生活や産業の利
便性・効率性が向上 

③国際水準を持った環境整備 

 世界一の乗降客を有する新宿駅付
近を中心に、施設の再整備や民間開
発等の機会を捉え、統一した案内サ
インの整備や段差の解消など、外国
人や高齢者など多様な人々にわかり
やすく優しい都市環境に改変する 

【変え、整える】 

【繋ぎ、広げる】 

【育て、伝える】 

地域交通 

歩行者に配慮したエリア 

車両の過度な流入抑制 

 新宿では、多様な人が集積する駅
を中心に、公共空間を多目的に活用
しながら、歩行者の快適性に配慮し
たエリアを整える。 

 また、新たな技術の積極的な活用
により、中心部への自動車交通の過
度な流入を抑制するとともに、地域
交通や多層的な歩行者ネットワーク
を充実・強化し、まちの連続性に配
慮した景観や街並みを誘導した、交
流や賑わいを生む質の高い歩行者空
間を形成する。 

業務 
商業 

宿泊 

新宿駅 

観光 居住 

宿泊 

歌舞伎町地区 

新宿駅東口地区 
西新宿一丁目 西新宿超高層ビル地区 

西新宿七・八丁目地区 
西新宿三丁目地区 
代々木地区など 

 新宿の特徴である多様な機能や人
の集積を生かし、事業継続に努めな
がら、駅を中心として都市機能を相
互に連携・融合した拠点に更新する。 

 また、その相乗効果を発揮するこ
とで、周辺の都市機能の更新を促し、
世界水準のエネルギー環境へと更新
することで、新宿の魅力の充実・強
化を図る。 

 まちの魅力や危機対応力の高さ
を更なる次世代に引き継ぐため、
既存の地元活動を生かしたプラッ
トホームの構築や、継承する担い
手の育成など、官民連携した持続
可能なまちづくりを推進する。 

・ ・ 



新宿駅 

業務 

商業 

娯楽 

居住 

業務 
商業 

娯楽 

居住 

文化 

ビジネス 

観光 

賑わい 

交流拠点 

  

  

  

  

業務 
商業 

娯楽 

居住 

文化 

ビジネス 

観光 

賑わい 

交流拠点 

地域交通の導入と歩行者に
配慮したエリアの形成 

 新宿駅東口地区 

新宿御苑 
 

 代々木地区  

新宿駅直近地区 

新宿中央公園 
 西新宿 
超高層地区 

歌舞伎町地区 

 
西新宿 
三丁目西地区 

 
 西新宿七・八丁目地区 

 西新宿一丁目 
商店街地区 

まちとみどりをつなぐ 
連携軸の形成 

歩行者の回遊性を高める多面的・多層的
なネットワーク機能を整備するエリア 

 ４．2040年代に向けたまちづくりの方向性 

■段階的再編のイメージ 

（現在） 

（駅直近地区の更新） 

（将来） 

 多様な機能や人が集積し、各地区が結節する拠点で
ある駅直近地区から再編を始める。また、その効果を
周辺地区の更新へと波及しながら、回遊性のあふれる
国際交流拠点を実現していく。 

➀新宿の魅力の充実・強化 

• 再編期を捉えて多様 
  な機能を充実・強化 
• まちの一体感を醸成 
  する連携軸や交流空 
  間の形成 

➁活動しやすい歩行者空間の創出 

• 交通結節点としての 
  乗換利便性を向上 
• 人が回遊しやすい 
  公共空間の再編 
• 無電柱化や段差の解消など、移動円滑化
に配慮した多層的な歩行者動線を整備 

➂国際水準の環境整備 

• 多言語等ユニバー 
  サルデザインに 
  よるわかりやすい 
  まちへ再編 
• 拠点の集積性に対応した視認性
の高い都市フォルムの形成 

➃まちの魅力を次世代へ継承 

• 地域の一体性を確 
  保するエリアマネ 
  ジメントの構築・ 
  連携 
• 再編期を捉え、環境・防災性に優
れたエネルギーシステムを導入 
 

更にまちとの繋がり
を充実強化し、その
効果を波及させ、周
辺地区の機能更新を
促進し、質の高い国
際交流拠点を形成す
る。 

まちをつなぐ 
交流機能の創出 

みどりの 
観光交流拠点 

みどりと文化の 
交流拠点 

駅直近地区の再編
を契機に、拠点性
を生かした多様な
機能の集積や交
流・回遊性を高め
る。 

駅直近で、まちの
繋がり・連携が不
足している。 
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【新宿駅周辺地域の主な方向性イメージ】 
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➀新宿の魅力の充実・強化 

・多様な機能融合を実現する機能の導入 
・機能を相互に連携させ、新たな日本独  
自の機能として発信 

・社会変化に合わせた段階的機能更新 

➁活動しやすい空間の創出 

・まちとみどりをつなぐ連携軸の形成 
・新宿の新たな顔となる広場等の再編 
・歩いて楽しい回遊性ある多層的な歩行
者ネットワークの整備 

➂国際基準を持つ環境整備 

・世界一の乗降客を安全安心・円滑に導
く空間の整備 

・多言語とバリアフリーで徹底されたま
ち情報の提供 

➃次世代への都市の継承 

・地元まちづくりを生かし、地域の一体
性を保つエリマネ組織の構築・連携 

・環境・防災性能に優れた自律分散型ｴﾈ
ﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑの形成 

➀新宿の魅力の充実・強化 

・多様な機能融合を図り、新たな日本独  
自の文化を発信する機能への再編 

・まちとみどりをつなぐ連携軸の形成 
・特区等を活用した特徴的な機能の再編 

➃次世代への都市の継承 

・地域の一体性を保つエリアマネジメン
ト組織の構築・連携 

・社会情勢の変化に柔軟に対応できる官
民連携体制の構築 

 まちづくりの３つの視点を踏まえ、新宿駅周辺地域が目指す2040年代のまちづくりの方向性をイメージしました。  

➀新宿の魅力の充実・強化 

• 結節機能を生かし、多様な機能融合を
図り、まちを繋ぐ交流機能の創出 

• まちとみどりをつなぐ連携軸の形成 
• 特区等を活用した特徴的な機能の再編 

➁活動しやすい歩行者優先の空間創出 

• 駅周辺の乗換利便性と回遊性の向上 
• 歩行者の視点にたった広場等の再編 
• 段差を解消し、歩いて楽しい回遊性ある
多層的な歩行者ネットワークの整備 

➂国際水準を備えたまちの環境整備 

• 多言語等ユニバーサルデザインで徹底
されたわかりやすいまちへ再編 

• 拠点性ある集積に対応した視認性の高
い都市フォルムの形成 

➃魅力を次世代へ継承するまちづくり 

• 地域の一体性を確保したエリアマネジ
メント組織の構築・連携 

• 環境・防災性能に優れた自律分散型エ
ネルギーシステムの形成 西新宿七・八丁目・西新宿三丁目西地区 

多様なライフスタイルを支える住機能の強化 
・良質な都心居住環境の充実 
・生活や業務機能を支える商業機能の導入 
・歩行者等の空間の創出・拡充 

西新宿超高層地区  

BCP性を備え、賑わいのある
国際ビジネス創造拠点の形成 
・高規格オフィスへの機能更新・
ビジネス支援機能の充実 

・地域エネルギーシステムの強化 
・低層部の賑わい機能・集客機能
の充実 

新宿駅東口地区 
・西新宿一丁目地区  

回遊性の高い商業集積
エリアの形成 
・商業機能の先進的更新 
・公共空間を活用した賑
わいの創出 

・回遊性向上に資する歩
行空間の拡充 

代々木地区  

教育文化機能と調和した商業業務機能の強化 
・教育文化機能の充実 
・都市基盤施設の整備 
・歩行者空間の形成 

歌舞伎町地区  

国際的なエンターテイメント拠点の形成 
・商業・娯楽・宿泊機能の充実・強化 
・界隈性の継承 
・地区の安全性や防災機能の向上 

交流機能と新宿の顔を備えた交通結節拠点の形成 
・歩行者の回遊性に配慮した交通結節機能の強化 
・顔となる広場機能の充実と乗換利便性の強化 
・周辺地区に波及する交流環境づくり（商業機能の更新、
業務機能の導入、観光機能の充実など） 

・持続可能な環境の強化（エネルギー・エリマネ） 

新宿駅直近地区  

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjPzL6qo4XSAhVK2LwKHUcqBGIQjRwIBw&url=http://nlab.itmedia.co.jp/nl/articles/1209/04/news078.html&psig=AFQjCNFiUvvOGSLce2Qxrl1TyT1kHlk6wQ&ust=1486807395452467


西新宿超 

高層ビル地区 

代々木地区 

歩行者優先の広場への再編と 
バスタクシー乗り場等の効率的な配置 

歌舞伎町地区 

新宿駅東口地区 

西新宿七・八丁目 

まちとみどりをつなぐ連携軸の形成 

西新宿一丁目 

商店街地区 

東西をつなぐ空間を確保 

敷地の再編等も視野に入れた駅直近地区の再編 

（都市の広場機能等） 

新宿駅直近地区 

東南口 

新宿駅南口 
バスターミナル 

 ５．新宿駅直近地区の整備の方向性 
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■新宿駅直近地区の空間イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

周辺建物と一体的となった 

駅前広場の再編と新宿の顔づくり 

地下東西自由通路 
（2020年完成予定） 

多層階で歩行者ネットワークを形成し、

回遊性を向上 

歩行者空間を拡大し、東西の 

歩行者ネットワークを強化 

■新宿駅直近地区の整備方針のイメージ 

 新宿駅周辺地域が目指す2040年代のまちづくりの方向性を見据え、再編を先行する駅直近地区では、
拠点性を象徴しまちをつなぐ交流機能の強化が求められます。そこで、整備の方向性を以下のように整理
し、今後、具体的な整備方針をとりまとめます。 

  

①都市機能：国際水準の多様な機能集積による高質な交流拠点の形成 

②都市基盤：賑わいと交流を生み出す歩行者に配慮した駅前広場への再編や多層的ネットワークの形成 

③賑わい交流：まち全体の魅力や活力を高める、わかりやすく人に優しい多層な都市空間の創出 

④空間・景観：まちが結節する空間における、快適で高質な「顔づくり」 

：駅の「顔」 

歩行者の回遊性を高める多面的・多層的な 
ネットワーク機能を整備するエリア 

周辺建物と一体的となった 

駅前広場の再編と新宿の顔づくり 

歩行者空間を拡大し、東西の 

歩行者ネットワークを強化 

【凡例】 

  駅前広場 

  駅の顔 
  （まちの玄関口：新宿駅周辺地域 
   まちづくりガイドラインより） 
 
   歩行者ネットワーク 
  （駅周辺の重層的な回遊性や乗換え 
   利便性向上のため） （新宿駅周辺地域まちづくりガイドライン関連より/新宿区/H28.3） 



（参考）新宿の歴史的なまちの成立ち 

内藤新宿 
の宿場町の開設 

明治13年 

新宿駅の開業 
・鉄道乗入れ 

山
手
線 

新宿駅東口周辺の
繁華街形成 

大正5年 

浄水場跡地活用による 
西新宿超高層ビル 

地区の形成 

昭和41年 

西口へ繁華街拡大 

復興計画により 
歌舞伎町の繁華街形成 

各路線駅と商業施設の建設により 
駅直近に一大拠点が形成 

 

江戸時代 明治～昭和初期 戦後～高度成長期 平成～現在 

1945 第二次世界大戦終戦 
1964 東京オリンピック開催 
1973 オイルショック 
1991 バブル崩壊 

1869 明治維新 
 
1923 関東大震災 

1603 江戸幕府開府 2010 羽田空港国際定期便就航 
2011 東日本大震災 
2013 東京オリンピック招致決定 

(新宿駅周辺の出来事) 
1950 西口広場完成 
1958 副都心指定 
1971 京王プラザホテル開業 
1991 東京都庁移転 

(新宿駅周辺の出来事) 
1698 内藤新宿開設 

(新宿駅周辺の出来事) 
1885 新宿駅開業 
1889 淀橋浄水場竣工 
1933 伊勢丹本店開業 

(新宿駅周辺の出来事) 
 
 
2016 南口バスタ開業 

内藤新宿再現模型 開発初期の西新宿 昭和初期の新宿駅東口周辺 

(資料提供：新宿歴史博物館) (資料提供：新宿歴史博物館) 

ま
ち
の
成
立
ち 

民
に
よ
る 

ま
ち
づ
く
り 

行
政
の
取
組
み 

業務機能の受け皿 
から広域的な拠点へ 
(1997副都心整備計画) 

文化・娯楽など多様な
生活機能を備えた、高
次多機能集積のまちと
して育成・整備 

街としての繋がりの強化
(1982新宿駅周辺にかかわる諸問題
について) 

ﾃﾞｯｷﾚﾍﾞﾙを含む駅東西の連絡強
化、駅前広場の歩行者空間拡充、
ｻﾃﾗｲﾄﾀｰﾐﾅﾙやﾘﾝｸﾞ道路等によ
る歩行者ﾈｯﾄﾜｰｸ強化 

歩行者基盤の強化と周辺環境
の保全(1974新宿副都心総合整備計

画調査) 

鉄道ﾀｰﾐﾅﾙの整備や、新交通ｼｽﾃ
ﾑなどの歩行者基盤の強化、ﾘﾝｸﾞ
ﾛｰﾄﾞによる土地利用境界の設定や、
緑道ﾈｯﾄﾜｰｸによる周辺環境の保全 

業務機能と自動車中心の基盤
整備(1960新宿副都心計画) 

多核型都市構造への転換に向けた業
務機能の集積 

自動車交通への対応に重点を置いた
基盤整備（立体交差道路や歩車分離、
大規模駐車場など ） 

都市居住地区の形成 

平成27年 

再開発による超高層化 
の拡大 

都心と郊外を結ぶターミナルとして繁華街形成 

明治期に、現在の位置に新宿駅が開業し、その後西
側へ居住地が広がるにつれ、都心と郊外をつなぐ東
京の西の玄関口として栄え始める 

歌舞伎町、西新宿の形成による市街地拡大 

戦後復興により歌舞伎町が、鉄道網の発展とともに駅
直近が、淀橋浄水場跡地活用により西新宿超高層ビル
街が形成され、東口の繁華街が西口駅前に拡大 

江戸と甲州を結ぶ宿場町 

大名屋敷などが集まっていたエリアに、日本橋と高井
戸の間の宿場町として内藤新宿が甲州街道に沿って誕
生 

都心住宅開発による副都心の拡張  

周辺部において、市街地再開発事業により、大街
区化と超高層化が進展し、高層住宅が建ち並ぶ住
宅地としても市街地が拡大 

 

大衆文化の普及によるまちの発展 

講談・落語、映画・演劇等、大衆文化が市民の娯楽
として親しまれ、寄席・映画館・劇場等が東口周辺
に集積。買物、外食文化などの衣食住文化も市民の
生活に根付き、デパート、書店、食堂、カフェなど
が集積。 

官民連携による市街地、都市基盤整備 

地元組織により歌舞伎町の復興計画案が作成され、繁華
街の原型となる。西新宿では行政主導で浄水場跡地の整
備計画を推進しつつ、民間事業者が特定街区制度等を活
用し、個性的で自由度のある超高層ビル群の開発を推進 

 

 

民の発意によるまちの形成 

「内藤新宿」は、 “新しい宿場”の開創許可を幕府に
請願した、浅草阿部川町の商人たちの手で開設された 

エリアマネジメントまちづくりの展開 

町会や商店街振興組合の活動が盛んであり、近年で
は各地区でエリアマネジメント組織が立ち上がり、
情報発信・公共空間活用等のイベント開催から計画
立案、地域独自のルール運営等、様々な活動を推進 
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(資料提供：新宿歴史博物館) 


